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〈学校教育目標〉「ふるさとに誇りをもち たくましく生き抜く 子どもの育成」 文責：佐藤

１０月２５日、３１日と秋田魁新報に記事が掲載されましたが、スクールバスに小中学生が

置き去りにされる事故を防ぐために、由利本荘市ではバスに安全装置を設置してくれました。

安全装置は運転士がエンジンを切ると作動し、「車内点検をして警報を切ってください」という

音声が流れます。車内の点検後後部にある確認ボタンを押すと音が止まります。車内に取り残

された児童生徒がいた場合、出入り口付近にある非常用ボタンを押すと「車にいます。助けて

ください」と車外に大音量が流れる仕組みになっています。

下車確認ボタン（運転士用） 非常用ボタンを押すと・・・

万が一のための非常用ボタン

１１月２７日（月）の下校時に、全校児童を対象に安全装置が取り付けられた理由、装置ボ

タンの役割、いたずらをしないことなどについて確認しました。

このように子どもたちの命を守り、安全・安心な生活を送ることができるよう、二重三重に

対策を講じていただけたことに感謝いたします。

図書の貸し出しはもちろん、１１月は図書委員会

のがんばりが目立っています。クラス対抗読書パズ

ル（貸出１回で１ピースゲット。パズルを完成しま

す）、図書館クロスワード（全問正解で手作りしお

りがもらえます）などを実施していて、ていねいに

やり方も教えてくれています。放送を使って新刊紹

介もしてくれています。図書館が楽しい空間に！



１１月２４日（金）の給食のご飯

は、今年５年生が田植え・稲刈りを

体験させていただいた田んぼから収

穫したものでした。給食委員会から

放送で紹介されたので、子どもたち

は一粒一粒味わって食べているよう

に見えました。あきたこまちの新米

は甘味があって、とってもおいしか

ったです。

折林ファームさんのご厚意と北部

給食センターのご協力で、全校児童

分のご飯の提供が実現しました。

また、これから５・６年生が行う

調理実習で使用できる分のお米もいただいています。どうもありがとうございました。

いわきっこのがんばり

○令和５年度図工・美術の学び展

〈平面の部〉 推奨 １年 いわさか ＊＊＊

２年 松永 ＊＊ 種村 ＊

３年 岩坂 ＊＊

４年 今野 ＊＊ 長谷川 ＊＊

５年 今野 ＊＊ 岸野 ＊＊

６年 岸野 ＊＊

〈立体の部〉 推奨 １年 わたなべ ＊＊＊

２年 間杉 ＊＊

３年 今野 ＊＊

４年 小沼 ＊ 今野 ＊

５年 小林 ＊＊ 青山 ＊＊

６年 今野 ＊＊

１１月２４日（金）の午後、県立岩城少年自然の家創立４０周年記念式典が行われました。地元の

岩城小・中学校の児童生徒が活動の思い出を発表する機会をいただき、本校からは５年生の渡會

＊＊さんが代表で出席しました。＊＊さんは、たくさんのお客様を前にしながらも、６月の自然教室

の友達との思い出を発表してくれました。作文も子どもらしい感性の内容で、たくさんの方からお褒

めの言葉をいただきました。本人はとても緊張したと話していましたが、立派な発表に感激しまし

た。




